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森まさこ法務大臣を囲んで。 左から斎藤義房（広報委員長）、谷眞人幹事長、菅野昭弘福島県支部長、
渡邊真也同副支部長、村越進理事長、小川晃司（編集長＝聞き手）、石井逸郎（広報副委員長）

私は、子どもの頃、父が消費者事件の被害に遭い、
壮絶な取立てを受けた本人であるという経験から、困っ
ている人を助けたいという思いで弁護士を目指し、弁護
士となってからは、特に消費者被害に関する分野で活動
し、金融庁では20数年ぶりの貸金業法改正に担当として
携わるなど、経験を積んでまいりました。そして、この
ような弁護士や官僚としての実務経験を踏まえ、参議院
議員となってからは、内閣府特命担当大臣（消費者及び
食品安全、少子化問題、男女共同参画）を務めたほか、
自民党の法務部会長、女性活躍推進本部長などを経験さ
せていただき、様々な政策を実現してまいりました。
法務省は、まさに国民生活の安全・安心を守るため

の法的基盤の整備という使命を負っており、その使命
は、国民の皆様からの信頼なくして成り立たないと考え
ています。私は、法曹実務家として、そして、政治家と
してのこれまでの経験や知見を活かし、国民の皆様から
の信頼をいただけるよう、法務行政をしっかりと前に進
めてまいりたいと考えています。

取り組むべき課題は山積していますが、強い関心をもっ
ている問題として、例えば、国民の権利・利益の擁護と
いう観点から、児童虐待の問題、女性や子どもをめぐる
人権問題、性犯罪被害の問題、犯罪被害者保護、養育費
の不払い問題を含む父母が離婚した後の子どもの養育の
在り方等に関する問題、いわゆる所有者不明土地問題へ
の対応の問題などがあります。これらは、いずれも喫緊の
課題であり、しっかりと取り組んでまいりたいと考えてい
ます。また、現在、政府を挙げて国際仲裁の活性化に向
けた取組を進めています。そして、2020年４月には国連
犯罪防止刑事司法会議（京都コングレス）が開催され、
私が議長を務めさせていただく予定です。日本がリーダー
シップをしっかり発揮し、司法外交の更なる推進を図って

いきたいと考えています。そして、訪日外国人旅行者数や
中長期の在留外国人数が過去最高を更新している中、多
文化共生社会の実現も我が国にとって重要な課題です。
その実現に向けて、出入国在留管理庁が総合調整機能を
しっかりと果たしていかなくてはならないと思います。さ
らに、司法・法務行政の分野では、いまだ新しい技術へ
の対応が十分できていないと感じています。業務の効率
化や法務行政の質の向上という観点から、急速に進展す
るＡＩやＩＣＴ等の新たな技術の積極的な活用を進めてま
いりたいと考えています。
私は、東日本大震災及び原発事故を経験し、また、近

時は、台風第15号及び台風第19号を始めとする一連の豪
雨・暴風災害により、私の地元である福島県も含め、東
北・関東甲信越を中心に、大規模な被害が発生していま
す。総理からは、閣僚全員が復興及び災害対策大臣であ
るとの御指示をいただいていますので、こうした災害から
の復旧・生活支援にもしっかりと取り組んでまいります。
また、国民の司法へのアクセスを支援するため、法テラス
による総合法律支援の充実を図り、ことに被災地において
は、単に法律相談を受け付けるだけでなく、一種のカウン
セリング機能のような積極的な役割を担っていくことも必
要なのではないかと考えています。
そして、女性大臣として、女性の職業生活における活躍
や省内における男性職員の育児休暇の取得100％の達成と
いった、男女共同参画の推進にも、力を入れてまいります。
法務省は、「法」をつかさどる、本来とても身近な存在

であるべきですが、国民からは、ちょっと縁遠い存在に感
じられている面もあります。しかし、法務省には、「縁の
下の力持ち」として、正義の実現に力を発揮してほしいと
訓示で述べました。今後、入管施設や矯正施設などの現
場にも足を運んで、現場の一線で活躍する職員を含む関
係者の皆さんの声を聞いて現場の実情をしっかりと把握
することはもとより、国民の皆様の声もしっかりと聞きな
がら、常に国民目線に立って、法務行政が直面する全て
の課題に、全力で取り組んでまいりたいと思っています。

国民に信頼される
法務行政を目指して

森まさこ法務大臣に聞く

法務大臣室にて

Q 就任おめでとうございます。法務大臣としての意気込み
をお聞かせいただけますでしょうか。

Q 今後重点的に取り組みたい課題は何でしょうか？
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山下貴司 元法務大臣
自由民主党

宮㟢政久 法務大臣政務官
自由民主党

柴山昌彦 前文部科学大臣
自由民主党政務調査会長代理

山口那津男 公明党代表 逢坂誠二 立憲民主党政調会長 古川元久 国民民主党代表代行

山添 拓
日本共産党参院国対副委員長

福島みずほ 社会民主党副党首

２０１９年１０月１５日午後 ７時から、東京・平河町の都市センターホテルで、弁政連主催の参議院議員当選
祝賀会が開催された。同年 ７月２１日に実施された参議院議員選挙では、弁政連推薦議員３６名中２４名（う
ち弁護士議員 ７名）が当選した。祝賀会当日は、今回の選挙で当選された参議院議員のみならず、改選
のなかった参議院議員、衆議院議員など、議員本人の出席が３６名、代理を含めると６１名もの議員が出席
された。当日は、出席当選議員のほか、山下貴司元法務大臣、宮㟢政久法務大臣政務官、柴山昌彦前文
部科学大臣（自由民主党政務調査会長代理）、山口那津男公明党代表、逢坂誠二立憲民主党政務調査会長、
古川元久国民民主党代表代行、山添拓日本共産党参議院国会対策副委員長、福島みずほ社会民主党副党
首等からご挨拶をいただいた。� （幹事長　谷　眞人）

参議院議員当選祝賀会
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出席議員（本人出席太字）選挙区・所属政党
=2019年10月15日　参議院議員当選祝賀会=

赤澤　亮正 鳥 取 ２ 区 自 民
安藤　高夫 比 例 東 京 自 民
伊藤　達也 東京２２区 自 民
井上　信治 東京２５区 自 民
井野　俊郎 群 馬 ２ 区 自 民
枝野　幸男 埼 玉 ５ 区 立 憲
大串　博志 佐 賀 ２ 区 立 憲
逢坂　誠二 北海道８区 立 憲
鬼木　　誠 福 岡 ２ 区 自 民
海江田万里 東 京 １ 区 立 憲
城内　　実 静 岡 ７ 区 自 民
菊田真紀子 新 潟 ４ 区 －
岸本　周平 和歌山１区 国 民
北側　一雄 大阪１６区 公 明
近藤　昭一 愛 知 ３ 区 立 憲
佐藤　　勉 栃 木 ４ 区 自 民
佐藤　英道 比例北海道 公 明
塩崎　恭久 愛 媛 １ 区 自 民
柴山　昌彦 埼 玉 ８ 区 自 民
清水　忠史 比 例 近 畿 共 産
武田　良太 福岡１１区 自 民
田嶋　　要 比例南関東 －
田中　和徳 神奈川１０区 自 民
棚橋　泰文 岐 阜 ２ 区 自 民
津島　　淳 青 森 １ 区 自 民
寺田　　稔 広 島 ５ 区 自 民
初鹿　明博 比 例 東 京 立 憲
藤原　　崇 比 例 東 北 自 民
古川　元久 愛 知 ２ 区 国 民
松原　　仁 比 例 東 京 －
三原　朝彦 福 岡 ９ 区 自 民
宮崎　政久 比 例 九 州 自 民
山下　貴司 岡 山 ２ 区 自 民
山本　有二 比 例 四 国 自 民
若宮　健嗣 東 京 ５ 区 自 民
鷲尾英一郎 新 潟 ２ 区 自 民

伊藤　孝江 兵 　 庫 公 明
猪口　邦子 千 　 葉 自 民
岩本　剛人 北 海 道 自 民
打越さく良 新 　 潟 立 憲
岡田　　広 茨 　 城 自 民
小沼　　巧 茨 　 城 立 憲
加田　裕之 兵 　 庫 自 民
嘉田由紀子 滋 　 賀 －
川田　龍平 比 　 例 立 憲
小西　洋之 千 　 葉 －
櫻井　　充 宮 　 城 －
佐々木さやか 神 奈 川 公 明
髙良　鉄美 沖 　 縄 －
野田　国義 福 　 岡 立 憲
福島みずほ 比 　 例 社 民
古川　俊治 埼 　 玉 自 民
牧山ひろえ 神 奈 川 立 憲
増子　輝彦 福 　 島 国 民
真山　勇一 神 奈 川 立 憲
水岡　俊一 比 　 例 立 憲
三宅　伸吾 香 　 川 自 民
元榮太一郎 千 　 葉 自 民
安江　伸夫 愛 　 知 公 明
山口那津男 東 　 京 公 明
山添　　拓 東 　 京 共 産

衆議院議員
門山　宏哲� 千葉１区　　自民
とかしき なおみ� 大阪７区　　自民
前原　誠司� 京都２区　　国民
松本　純� 神奈川１区　自民

（敬称略・五十音順）

祝電・メッセージを
いただいた議員

参議院議員衆議院議員
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弁政連が推薦し当選された
参議院議員の方々

氏名
所属
選挙区
抱負

参議院議員選挙（2019年 7 月21日施行）

井上 哲士
日本共産党
比例代表
おかげ様で 4 選
できました。「憲
法 と 命 輝 く 政
治」へ頑張りま
す。

川田 龍平
立憲民主党
比例代表
国内のみならず、
世界の「いのち
を守る」ために
全力を尽くしま
す。

打越さく良
立憲民主党
新潟県
個人の人権と選
択が尊重される
社会の実現に本
年も尽力致しま
す。

衛藤 晟一
自由民主党
比例代表
国民の幸せを願
い、国務大臣の
任務を、全力で
果たして参りま
す。

大塚 耕平
国民民主党
愛知県
公正な社会と国
民生活に資する
司法制度の発展
のために精励し
ます。

上月 良祐
自由民主党
茨城県
本年も弁政連の
皆様と力を合わ
せて課題に取り
組んでまいりま
す。

佐々 木さやか
公明党
神奈川県
皆様と共に「小
さな声」に寄り
添う政治を進め
てまいります。

杉　久武
公明党
大阪府

「財政の見える
化」でムダを削
減し、生活者目
線の政治を貫き
ます。

世耕 弘成
自由民主党
和歌山県
参議院自民党幹
事長として謙虚
で丁寧な国会運
営に努めます。

野田 国義
立憲民主党
福岡県
人・くらし・地
方が原点。本年
も国民目線の政
治を推し進めま
す。

馬場 成志
自由民主党
熊本県
信頼のおける政
治と地方が安心
して暮らせる国
づくりに取り組
む。

林　芳正
自由民主党
山口県
Society 5 . 0  
の時代に対応す
る社会環境や教
育を整備します。

古川 俊治
自由民主党
埼玉県
法曹出身議員と
して、より良い
司法制度のため
取り組んで参り
ます。

牧山ひろえ
立憲民主党
神奈川県
いのちを守る、
みらいを創る。
今 こ そ 民 主 主
義・立憲主義の
再生を

松山 政司
自由民主党
福岡県
参議院自民党政
審会長として、
経済再生など取
り纏めて参りま
す。

水岡 俊一
立憲民主党
比例代表
教育、くらし、
平和を中心とし
た政治課題にと
りくんで参りま
す。

三宅 伸吾
自由民主党
香川県
民事司法改革を
推進する議連事
務局長として令
和の司法改革を
推進！

森 まさこ
自由民主党
福島県
法の支配の恩恵
がすべての人に
行き届くよう、
努力してまいり
ます。

矢倉 克夫
公明党
埼玉県
法務委員会理事、
また法曹出身者
として一人に寄
り添う政治を貫
きます。

安江 伸夫
公明党
愛知県
弁護士及び若年
世代の代表者と
して明るい未来
のために尽力致
します。

山口那津男
公明党
東京都
ご推薦に感謝し、
皆様とともに司
法制度充実に尽
力いたします。

山本 香苗
公明党
比例代表
誰も置き去りに
しない社会の実
現のために、全
力で頑張って参
ります。

山本 博司
公明党
比例代表
制度のはざまに
光を届け、人間
主義の政治を貫
いてまいります。

吉川ゆうみ
自由民主党
三重県
企業支援等の経
験を活かし、地
域経済・日本の
未来のため邁進
します。

敬称略・五十音順

所属は2019年10月 4 日現在
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山形県支部設立総会
遅ればせながら山形県支部が設立� 山形県支部 事務局長　伊藤 三之

山下貴司元法務大臣を慰労する会� 岡山支部�幹事長　大土 弘

2019年（令和元年）11月23日、山形市の山形グランドホテル・アルカスの間において、弁政連山形県支部の設立総会が
開催されました。
設立準備委員会代表の水上進弁護士の開会挨拶、村越進弁政連理事長のご挨拶、菊地裕太郎日弁連会長のご挨拶の後、

設立趣意書、支部規約、役員等選任及び活動方針が審議承認されました。ここに、遅ればせながら、弁政連山形県支部が誕
生いたしました。山形県弁護士会会員数100名中50名が加入することとなり、加入率50％からの出発となります。なお、山
形県内選出の 5名の国会議員全員の秘書の方々、山形県副知事、山形市副市長、山形県議会副議長、山形市議会議長、 ６名
の県議会議員の方々など、多くのご来賓の方々に設立総会時からご臨席を賜ることができ、設立総会を温かく見守っていた
だくとともに、弁政連について深くご理解いただく機会となりました。
今後は、設立趣意書にもあるように、山形県弁護士会管内特有の地理的情勢・社会経済情勢に応じた問題への取組など、

「法の担い手」である弁護士と「法の作り手」である政治家との架け橋として、弁政連山形県支部の存在感を示せるよう地
道な活動を行ってまいりたいと思います。

2019年（令和元年）11月30日、弁政連岡山支部の主催により、岡山弁護士会会員（修習44期）である山下貴司衆議院議員が法
務大臣の職務を全うされたことを慰労する会を、岡山市の岡山プラザホテルにおいて開催しました。
当日は、岡山弁護士会会員50名のほか、弁政連本部から小林元治副理事長にも出席いただきました。
出席者を代表して弁政連岡山支部の中野惇支部長、小林元治弁政連副理事長のほか数名の方から、山下貴司議員の法務大臣

在任中の功績を称えるとともに激務を労うお言葉をいただきました。その後、山下貴司議員から在任中の激務の中、いわゆる出
入国管理法の一部改正などの重要法案を成立させた経緯等について貴重なお話を伺うことができました。
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懇談会報告

政党朝食懇談会
自由民主党（１１月１１日）
２０１９年１１月１１日、自由民主党との朝食懇談会が開催された。自民党からは、宮崎政久法務大臣政務官、森英介衆

院国家基本政策委員長、河村建夫民事司法改革推進議員連盟会長、柴山昌彦同連盟幹事長をはじめ１５名の国会議員

が出席され、日弁連・弁政連から、菊地裕太郎会長、村越進理事長をはじめ２８名が出席した。

日弁連からは、「弁護士による犯罪被害者支援」に関し弁護士費用の

公的援助制度の拡充の必要性、「家族の多様性と女性の活躍」に関し選

択的夫婦別姓制度の導入や同性婚を認める法改正の実現について説明が

なされた。その後、民事司法制度改革に関連する裁判手続のIT化や国

際仲裁への対応、会社法改正に伴う社外取締役の役割、保護司のなり手

不足の問題等々、幅広い分野について活発に意見交換がなされた。

� （企画委員会副委員長　吉田�英司）

公明党（１１月１９日）
２０１９年１１月１９日、公明党との朝食懇談会が開催された。公明党から、山口那津男代表、北側一雄副代表、斉藤鉄夫

幹事長、濵地雅一法務部会長をはじめ１１名の国会議員が出席され、日弁連・弁政連から菊地会長、村越理事長をはじ

め3１名が出席した。日弁連からは「弁護士による犯罪被害者支援について」と「家族の多様性と女性の活躍について」

に関して説明がなされた。これに対して、公明党からは、弁護士による犯

罪被害者支援の必要性についての理解が示され、また、選択的夫婦別姓、

同性婚についても議論をすべきとの認識が示された。その後、未婚のひと

り親への所得控除の導入、災害支援のあり方、離婚時の財産分与請求権

の消滅時効期間、少年法改正についての問題提起がなされ、法曹人材の

協力を期待する旨の発言もなされた。

� （企画委員会副委員長　髙田 正雄）

立憲民主党（１０月２９日）
２０１９年１０月２９日、立憲民主党との朝食懇談会が開催された。立憲民主党から、小川敏夫参議院副議長並びに立憲

民主党の枝野幸男代表、福山哲郎幹事長、逢坂誠二政務調査会長、山尾志桜里法務部会長をはじめ１５名の国会議員

が出席された。日弁連及び弁政連からは、菊地会長、村越理事長をはじめ２８名が出席した。

日弁連から「弁護士による犯罪被害者支援」と「家族の多様性と女性

の活躍について」の ２テーマが示され、各テーマに関する現状と日弁連

としての取組みの説明がされた。立憲民主党の議員からはテーマに沿っ

て、ときにはテーマを超えて多様なお話があった。特に台風１５号と台風

１９号による被害の影響が残っている時期であり、複数の議員から災害対

策への言及がなされたのが印象的だった。

� （企画委員会委員長代行　豊田�賢治）
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懇談会資料

当日の説明資料は、弁政連のサイト（http://www.benseiren.jp/）「活動日誌」から御覧いただけます。

国民民主党（１１月１２日）
2019年11月12日、国民民主党との朝食懇談会が開催され、国民民主党側から、玉木雄一郎代表、大塚耕平代表代行、

古川元久代表代行、平野博文幹事長をはじめ 8名の国会議員が出席され、日弁連・弁政連からは、菊地会長、村越理

事長をはじめ28名が出席した。

日弁連から「弁護士による犯罪被害者支援」（弁護士費用の公的援助制度拡充）と「家族の多様性と女性の活躍」（選

択的夫婦別氏制度導入、同姓婚を認める法改正の実現）について説明、

党側から考え方に差異はないとの認識が示されたほか、被害者の裁判コ

ストの平均負担額と諸外国制度、日本社会で多様性の認識が広がってい

ない制度要因等について質問が出た。別に党側から憲法審査会開催を受

け人口減少社会を踏まえた憲法改正のあり方、主権者教育の必要性につ

いて認識が示された。� （企画委員会副委員長　長野　聡）
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本部・支部人事（ ）内は前任者

支 部 長　水上 進
副支部長　五十嵐 幸弘

監　　事　池田 德博
事務局長　伊藤 三之

２０１９年１１月２２日・２３日付
理　事　小保内 義和（桝田 裕之）
　　　　水上 進（新任）

山形県支部（新設）　１１月２３日付

法務行政への取組をうかがう　～門山宏哲前法務大臣政務官と懇談～

森まさこ議員が法務大臣に就任しました。

2019年11月15日、東京・霞ヶ関の弁護士会館に前法務大臣政務官・門山宏哲衆議院議員をお招きして懇談会を開
催しました。千葉県弁護士会員（修習45期）である門山議員は、2012年施行の総選挙に出馬して初当選（比例南関
東）され、現在 3期目（千葉 1区）。衆議院の法務委員・安全保障委員会理事等を歴任し、2018年10月から翌年 9
月まで法務大臣政務官を務めるなど、弁護士議員として活躍されています。
懇談会では、門山議員が法務大臣政務官として入管法改正案を策定して国会審議に臨み、同時に技能実習生の実

態調査にも取り組まれたご経験や、憲法審査会の議論の状況、SNS上の人権侵害への対応に関するお考えなどに
ついてお話しいただきました。弁政連の企画委員12名のほか千葉県支部の正副支部長を含む弁政連・日弁連関係者
が出席して、積極的な質疑応答・意見交換を行いました。なかでも、門山議員が政務官の公務として諸外国の相当
職を接遇した際にその多くが法曹資格者であったとのお話は、弁護士会員から政界への後進を期待する呼びかけの
ように感じられ、とくに印象的でした。� （企画委員会副委員長　三雲 崇正）

今年も、弁護士の現場からの声を立法・行政につなげ
る基盤を強くするよう努めます。（さいとう）
新年おめでとうございます。内外とも今年も難しい情
勢が続きそうですが、皆様にとってよい年になります
ようお祈りいたします。（おがわ）
�2020年－フレフレ。にこにこ。いい年にしたいですね。
（いとう）
年末、帰ってきた大学生の息子と気候変動問題につい
て議論しました。本年もよろしく。（いしい）
オリンピックにふさわしい、皆が平和を感じられる１
年でありますよう。（こだいら）

編集
後記

森まさこ議員
自由民主党　参議院福島県　当選 ３回
福島県弁護士会会員（修習４７期）
参議院法務委員会理事、行政監査委員長、環境委員長、内閣府特命担当
大臣（消費者及び食品安全・男女共同参画・少子化対策担当）等を歴任。

実施日 支　部 活　動　概　要
9月 6日

三　重

「新政みえ」の団体懇親会において、①犯罪被害者支援②面会交流支援③いじめ事案に関する第三者委員④主権者教育の推進につき説明・要望した。

9月11日 自由民主党三重県連の「要望聞き取り会」において、①消費者問題（組織体制の強化）②犯罪被害者支援③面会交流支援④いじめ事案に関する第三者委員会⑤主権者
教育の推進につき説明・要望した。

9月22日 公明党三重県本部の「政策懇談会」において、①犯罪被害者支援②少年法適用年齢引き下げ反対③いじめに関する第三者委員会につき説明・要望した。

9月10日 大　阪
①グローバル化・国際化の中で求められる法的サービスの拡充②いじめ調査第三者委員会の予算確保③成年後見制度の利用促進ほかをテーマとする地方議員との意見交換を実施
し、大阪府議会議員、大阪市議会議員、箕面市議会議員および八尾市議会議員（いずれも大阪維新の会所属・大阪弁護士会員）の参加を得た。終了後、②につき大阪府議会・
八尾市議会において取り上げられ具体成果を上げつつある。

9月1４日 石川県 山田修辞参議院議員（自由民主党）と「通商交渉と『地方の時代』のはじまり」をテーマとする意見交換会を実施した。

9月18日

大　阪

公明党大阪府本部の「政策要望懇談会」において、①いじめ調査第三者委員会の予算確保②成年後見制度の利用促進③取り調べの弁護人立会い④グローバル化・国際
化の中で求められる法的サービスの拡充⑤法テラスへの委託事業（日弁連法律援助事業）の国際化⑥個人通報制度の導入と国内人権機関の設置⑦相続財産管理人等の
活用につき説明・要望した。

9月28日
立憲民主党の「政策・制度意見交換会」において、①いじめ調査第三者委員会の予算確保②成年後見制度の利用促進③取り調べの弁護人立会い④グローバル化・国際
化の中で求められる法的サービスの拡充⑤法テラスへの委託事業（日弁連法律援助事業）の国際化⑥個人通報制度の導入と国内人権機関の設置⑦相続財産管理人等の
活用⑧少年法適用年齢の引き下げに反対、諸団体等との連携につき説明・要望した。

9月26日 福岡県 「市民生活の安心安全を護るために～知られざる弁護士の世界～」をテーマとする国会議員秘書との懇談会を実施し、自由民主党、公明党、立憲民主党および国民民
主党所属の県選出国会議員18名中16名の議員秘書の出席を得た。

9月2７日 大　阪 ①少年法適用年齢の引き下げ問題②取り調べへの弁護人の立会い③法テラスへの委託事業の国費化をテーマとする府選出国会議員との懇談会を実施し、各党所属の衆
議院議員 9名・参議院議員 ３名・代理出席 9名の参加を得た。

10月28日 奈　良 馬淵澄夫衆議院議員（比例近畿・無所属）と「家事関係の諸問題について」をテーマとして、児童相談所の整備、要保護低所得者の成年後見人の確保、養育費・婚姻
費用の支払い確保、その他について意見を交換した。

11月25日 岐阜県 LGBT問題をテーマに女性県会議員と懇談し、自由民主党、国民民主党および日本共産党所属並びに無所属議員の参加を得た。

支部活動ヘッドライン　2019年 9月-11月
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